       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元     歴史的分野　「パンドラの箱は開かれた」

２．単元目標       (1)人間が社会をつくって生活している必然を理解する。

(2)文明のもたらした功罪を多角的に考える。

３．単元の指導観   　日々、我々は文明から恩恵を受け、そして人間の社会の中で生きている、という事実は動かしがたい。しかし、なぜ我々は今、この様に生きているのだろうか？このような問いを持って歴史を学んでいく時、その入口でまず社会と文明のはじまりを考えることが必要であろう。

ヒトという種が大きな群れをつくり、それを組織したとき国家は生まれた。そして組織化された群れは、共同作業と分業により文明を発達させた。文明が人類の発達に寄与したことは疑い得ない。しかし、あえて文明のマイナス面にも目を向けることで、現代文明の負の部分をもとらえる目を養いたい。

４．指導計画

時
活動内容
具体的な学習内容

１
「なぜヒトは国家という群れをつくるのか？」

（仮説設定）
・パネルを使いながら、動物の群れの大きさを話し合い、人間も国家という巨大な群れをつくって暮らしていることに気づく。

・「なぜヒトは国家という群れをつくるのか？」というテーマで班別に話し合い、仮説をたてる。

２
「文明の特徴を知る」


・仮説を意識しながら「中国」「エジプト」「メソポタミア」「インド」「ギリシア」「ローマ」の６つの文明についての教科書を参考に、文明の特徴をとらえる。

・環境破壊の側面にも触れる

３
「王の役割を考える」
・文明の特徴の共通点を考えながら、国家やそこに君臨する王の存在に気づく。

・なぜ人間が国家という巨大な群れをつくるのかというテーマを意識しながら王の役割を考える。

・神話・伝説の中の王の話と実際の王のしごとの資料を見て、話し合いの結果の検証を行う。

４
日本はいつから文明に入ったの？
・既得の知識や教科書から縄文時代の特徴をつかむ。

・文明の特徴と比

５
文明とは何か？－「文明の功罪を考える」―


・これまでの学習の成果から文明の功罪を整理し、「文明を持ったことは人類にとって幸福だったのか」というテーマを考え、討論する。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解

課題の討論を積極的に行う。
文明の特徴と功罪について多角的に判断できる。
資料から文明の発生と特徴を読み取ることができる。
代表的な古代文明の名前・場所・特徴がわかる。

社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　　パンドラの箱は開かれた！①３人よれば文殊の知恵
１．本時の目標     (1)ヒトは国家という群れをつくってくらしていることに気づく。

                   (2)なぜヒトは国家をつくったのかという問いの仮説を立てる。

２．本時の指導観    人間も他の多くの生き物と同じように大小の群れをつくりながらくらしている。特に国家はその中でも最大級のものであり、組織化された社会である。国家が成立し、共同作業と分業が可能になったことが人類の文明を進歩させた。文明の発生と功罪を学ぶにあたり、この単元ではその導入として、他の動物の群れとその大きさの関係に注意しながら、ヒトがなぜ国家をつくる必要があったのかということを考える。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

動物の群れの役割を考える

人間に群れはあるのか考える

問いへの仮説を立てる
パネルの動物の群れの大きさを予想する。そして何のために集群れを組むのかを考え各自の意見を発表する。

人間の場合はどうかを考える。
各自の考えをノートに書く

班で発表し意見をまとめる。

各班の意見を発表する

各班の意見を見ながら「なぜヒトは国家という巨大な群れをつくるのか？」という問いについての自分の仮説を立てる。
自分の立てた仮説を発表する。
動物の群れの大きさに違いがあることに注目させる。

規模と役割の違う群れがあることに気づかせる

「ヒトが群れをつくるとどんな場合に役に立つか」がヒント

役割を構造的に理解できるよう板書を工夫する

・次回は国家が発生したころの様子を学ぶことを予告する

４本時の評価

関心・意欲・態度
すすんで話し合いに参加し、仮説を立てようとする。

思考・判断
群れをつくる場合の利点を挙げ、ヒトが国家を必要とする理由を考えることができる。

   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　　パンドラの箱は開かれた！②

　　　　　　　　　　　―神と墓と奴隷―
１．本時の目標     (1)代表的な文明とその特色を知る。

                   (2)古代文明の共通点に気づく。

２．本時の指導観   文明・国家の成立時期の特徴をとらえることを通じて「なぜヒトが国家という群れをつくるのか？」についての仮説の検証の手がかりとする。ここでは文明の特徴をつかむために、教科書を資料として各文明の要素をつかませ、複数の文明を比較することで文明の共通点（＝特徴）をつかませていく。あわせて文明の段階に入る時期は、場所によって異なることにも気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

文明とは？

各地の文明
各文明の特徴をつかむ

文明の特徴をつかむ
国（国家）を作った段階を文明とよぶことを知る。

文明探索の方法を確認する。

・メソポタミア・エジプト・ギリシア・ローマ

・インド・黄河の各文明を班で分担する

○文明探索を行う

（協力してノートを完成する）

各班の探索結果を発表する

各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する


簡単に説明する

教科書をもとに各地に文明があったことを説明

文明探索の方法を説明する

【探索のポイント】

①いつ頃国が出来たか？

②何を協力して行ったり作ったりしている？

③人々にはどんな役割分担がある？

何人かに発表させ確認する

①身分②（文字）③高度な技術の発生が共通していることを押さえる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　　パンドラの箱は開かれた！③（王も命がけ？！）
１．本時の目標     古代文明では身分制という分業によって人類の生存が容易になったっことを学ぶ

２．本時の指導観   　古代文明は王を頂点とする身分制による分業によって成り立っている。この社会は、特殊技術者（王・神官）と肉体労働者（庶民・奴隷）の分業を通じて、科学技術の発展と共同作業の高度な組織化を可能とし、自然環境の改造によって人類の生存を容易にした。王は天文学・気象学・数学・土木工学の専門家として集団を指導する役割を果たしていた。この単元では王の役割を考えることを通じて、文明の功（科学技術の発展・共同作業の高度な組織化）と文明の罪（身分制・戦争・環境）が表裏一体の関係であることに気づくきっかけとしたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

文明の特徴
前回の学習を元に文明の特徴についての自分の考えをを発表する。

古代文明が王を頂点とした身分制によって成り立っていたことに気づく。

各自の考えをノートに書く

班で討論し班の意見をまとめる

各班の意見を発表する

資料や各班の意見をもとに自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
特徴の一つとして「身分制」があることを確認

王の写真を見せることによって社会の中での王の隔絶した位置に気づかせる。

集団のリーダーとしての特殊な力を持った人としての王に注目させる

資料①黄河文明の伝説

資料②古墳の主の特技

を提示する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　　パンドラの箱は開かれた！④
１．本時の目標     ①日本がいつから「文明」の段階に入ったかを検討することで、日本古代を概観する。

　　　　　　　　　　②この作業を通じて「文明」の特徴を確認する。

２．本時の指導観   　日本古代史については縄文時代をいかに性格付けるかという論争が長い間続いてきた。そのポイントは「農耕」の存在であり「国家」の存在である。しかし青森県の三内丸山遺跡の発見はこの論争に決着をつけ、「縄文文明」論に大きな弾みをつけた。この時間では縄文・弥生・古墳の３つの時代を教科書で整理し、そのどれが「文明」の段階なのかを検討することで、日本古代史のこの問題を認識させると共に、新発見を見ることで、新しい発見が歴史像を変更するということについてもつかませて行きたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

文明の特徴

日本古代探索

まとめ
前回・前前回の学習を元に文明の特徴について発表し、それを確認する。

既得の知識をもとに各自の意見を発表する

「調査分担」をする。※各時代２班

　（①縄文時代②弥生時代③古墳時代）

【ポイント】

　①身分の区別はあるのか？

　②文字や暦はあるのか？

　③大規模な工事で作られたものはあるか？

※「文明」かどうかを判断する。

各班の調査結果を発表する

各班の調査をもとに全体で討論する。

調査結果と資料をもとに各自の考えをまとめる
日本古代の時代区分を教科書の年表で確認する。

王の写真を見せることによって社会の中での王の隔絶した位置に気づかせる。

資料②三内丸山の巨大建物などを提示し「縄文文明」の可能性を暗示する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　　パンドラの箱は開かれた！⑤
１．本時の目標     ①単元のまとめとして「文明の功罪」を討論する。

　　　　　　　　　　②この作業を通じて「文明」の意味をつかむ。

２．本時の指導観   　文明の段階に人類が至った事は生活を豊かにするさまざまな手段を人間が手にしたことを意味し、人類の生活がおおいに発展した時代であった。しかし同じに文明とは国家が生まれ身分が発生し、戦争が生まれた時代でもあり、環境破壊を含めて現代に通じる様々な問題を生み出した時代でもあった。この時間は文明にはいったことで良かったこと悪かったことをあげ、これを手がかりとして、「文明の功罪」を議論し、人類にとっての文明の意味について理解を深めたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

パンドラの箱の意味

文明の良いところ悪いところを考える

文明の功罪を論じる。

まとめ
単元の題の意味を考える

既得の知識をもとに各自の意見をノートに書く。

各自の意見を発表する。

自分の意見をノートに書く。

班で討論し班の意見をまとめる。

各班の意見を発表する。

他の班の意見を参考に自分の意見をもう１度まとめる
資料③パンドラの箱を配布し今日の討論の意味をつかませる

なぜ良いのかまたは悪いのかの理由をしっかりつかませるように気をつける。

。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


人はなんのために国家という群れをつくるのだろう？





　王は集団にとってどのような役割を果たしているのだろうか？





文明にはどんな共通点があるのだろう？





　　　　王の墓を人々はどんな気持ちで作ったのだろう？





　文明を持ったことは人類にとって幸福だったのだろうか？





　日本はいつ（何時代）から「文明」に入ったのだろうか？








